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インターバンクの声 （2017 年 7 月 12 日） 
 

3 月 15 日以来、約 4 ヶ月ぶりの円安水準まで円売り・ドル買いが進んでいた円相場

は、ニューヨーク時間に予定されていたブレイナードFRB理事の講演での発言や12、

13 両日に控えるイエレン議長の議会証言で、もう一段の円安に進むべきかを判断

するところに来ていた。 

しかし、その判断を下す前に、トランプ米大統領の長男ドナルド・トランプ・ジュニア

氏が昨秋の米大統領選前にロシア政府とメールを交換していたとの情報が伝わり、

一気に相場が動き出してしまった。 

この情報が伝わる前は 114円 50 銭を越える寸前までドルが上昇していたが、直ぐに

114円を割り込み、米 10年債利回りの低下に株価の急落が加わると 113円 70銭台

まで下落した。 

そもそも 7 月に入ってからのドルの対円での上昇を説明するのは難しく、単純に「金

融緩和の引締めに向かいつつある欧米の金融政策と日本の金融政策の明確な方

向性の違い」による円売りなどの解説は後付に過ぎないと思う。 

昨夜のトランプ・ジュニアの情報による下落も調整するきっかけを待っていた市場の

動きのようにも感じる。「115 円越えは難しい」と言い出す人が増えそうだ。 
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